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開 会（午後 6時 00 分） 

 

○事務局 

 本日はご多用のところ出席いただきありがと

うございます。平成２１年度第３回福島町国民

健康保険運営協議会を開催いたします。議事進

行については、会長となりますので、よろしく

お願いします。 

○会長 

 皆様、寒い中ご苦労様でございます。委員の

皆様には本日お集まりいただき誠にありがとう

ございます。本日の会議は議案が３件です。 

 

会 議 成 立 宣 言 

 

○会長 

 本日の出席委員は９名中、８名で過半数を達

しております。福島町国民健康保険条例第２条

各号委員もそれぞれ出席しておりますので、会

議は成立いたしました。よって、平成２１年度

第３回福島町国民健康保険運営協議会を開催い

たします。 

 

議事録署名委員の指名 

○会長 

本日の議事録署名委員は、山田委員と竜川委

員を指名します。早速審議に入ります。議案第

１号について事務局より説明よろしくお願いし

ます。 

 

議案第１号平成２１年度福島町国民健康 

保険特別会計補正予算（第３号）について 

 

○事務局 

それでは議案の１ページをお開きください。

議案第１号平成２１年度福島町国民健康保険特

別会計補正予算（第３号）についてご説明いた

します。これは定例会の３月会議において、補

正予算を提案するものであります。１補正の主

な内容についてですが、（１）の歳出については

給付費などの事業費の精査に伴う減額と拠出金

などの額が確定したことによる減額となってお

ります。まず、①一般被保険者高額合算療養費

で９０万円の減、②出産育児一時金及び葬祭給

付費で１６０万円の減、③高額医療費共同事業

医療費拠出金１５３万６千円の減額、④保険財

政共同安定化事業拠出金８７５万６千円の減額、

⑤特定健康診査等事業費２５６万４千円の減額

が主なものとなっております。（２）歳入につい

ては、ただ今説明しました歳出の減額に対する
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補助率等に応じた財源充当によるものです。１

番目としまして医療費給付費現年課税分で２６

６万１千円の減、国庫財政調整交付金で８７５

万６千円の減額、保険基盤安定化繰入金２９８

万３千円の増額、一般会計繰入金４７９万８千

円の減額となっております。２ページ目をお開

き下さい。ただ今説明いたしました、補正予算

の款別合計額を記載しております。表のオレン

ジ色になっている所が補正となっています。補

正総額は１，５２８万１千円減額し、補正後の

予算総額で９億７，５２２万６千円となります。

次、中段の歳出につきましても同じく、総務費

の３万１千円の減額から始まりまして、合計１，

５２８万１千円減額し、歳入と同額で９億７，

５２２万６千円となります。（３）概要で詳しく

説明いたします。次に３ページ目です。（１）補

正予算の概要についてですが、（ア）一般被保険

者高額合算療養費医療費についてですが、これ

は平成２０年度から新たに創設された制度で、

医療給付費と介護保険料の両方を利用して自己

負担額が高額になった場合に、限度額が適用さ

れる制度ですが、今年度の見込額が確定したこ

とにより１００万円で予算をしていたものを、

９０万円減額補正するものであります。ちなみ

に現時点では、１名が該当となっています。（イ）

出産育児一時金について、出産育児一時金の対

象となる人数を当初１０人と見込んでおりまし

たが、今後の見込み数を含めて８人に減少する

ことから、９５万円減額補正するものでありま

す。ちなみに２月末までに７人分支出済みです。

次に、４ページをお開きください。（ウ）葬祭給

付費についてですが、葬祭給付費の対象となる

人数を当初５０人と見込んでおりましたが、今

後の見込み数を含めて１５人に減少することか

ら７０万円補正減額するものであります。ちな

みに２月末迄で１１人分、２２万円の支出とな

っています。（エ）高額療養費共同事業医療費拠

出金についてですが、高額療養費共同事業医療

費拠出金の今年度の拠出額が確定したことによ

りまして１５３万６千円減額補正するものであ

ります。（オ）保険財政共同安定化事業拠出金つ

きましても、今年度の拠出額が確定したことに

より８７５万６千円減額補正するものでありま

す。５ページ目をお開き下さい。（カ）特定健康

診査等事業費についてですが、特定健康診査事

業が終了したことによりまして受診者等の人数

が確定したことに伴いまして２５６万４千円減

額補正するものであります。当初予算でみたの

が９６７人、今年度は５１０人ということで増

減をみております。受診率につきましても、平

成２０年度と平成２１年度の実績を記載してい

るので参考にして下さい。６ページ目をお開き

下さい。歳入の補正内容について説明いたしま

す。（ア）一般被保険者国民健康保険税について

歳出における減額に対しまして、一般被保険者

国民健康保険税を２６６万１千円減額補正する

ものであります。（イ）国庫財政調整交付金につ

きましては、補助金等の財源不足を調整するた

めに、財政調整交付金を１１６万１千円増額補

正するものであります。（ウ）保険財政共同安定

化事業拠出金の今年度の額が確定しましたので、

８７５万６千円減額補正するものであります。

７ページをお開きください。（エ）保険基盤安定

繰入金についてですが、保険税軽減額繰入金の

額が確定したことによりまして、２９８万３千

円増額補正するものであります。（オ）一般会計

繰入金については、出産育児一時金及び財政安

定化支援の経費に要する繰入金の額に変更が生

じたことによりまして、一般会計繰入金を４７

９万８千円減額するものであります。それぞれ

出産育児一時金、財政安定化支援、事務費、そ

の他ということで４７９万８千円の減となって

おります。以上で簡単ですが説明を終わります。 

○会長 

 ありがとうございました。ただ今、事務局よ

り議案第 1 号について説明がありましたが、こ

の件について質疑があればお受けしたいと思い

ます。何かございませんか。 
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○事務局 

 ３月の決算見込について若干説明いたします。

今時点の見通しで若干不透明な部分もあります

が、国の補助金等もありますので医療費に関し

ては、今回の補正でも補正していませんので、

若干下がり気味です。前半で３千万円程下がっ

たのですが、ここ１２月とかは若干上がり傾向

にありますから、残り２カ月どういう形で推移

するか分りませんが、一番大きい所の医療費の

部分の歳出が昨年に比べても減ってきています

ので、それを考えますと良い方向へいっている

のかと思います。去年は後期高齢者医療制度な

どの変更の影響を受けましたが、実質的に１億

２，０００万円近い黒字の中で、６，０００万

円くらいは今年も国に返すお金として支出して

しまいますので、単年度会計では実質的には６，

０００万円くらいの余裕しかないという事にな

りますので、そのお金が残れば単年度で黒字に

なりますけども、今の所はまだ難しいです。た

だ医療費に関しては今の所はこのままで推移し

ていただければ、黒字予想としてあるかと思っ

ております。あとは国の調整交付金や道の調整

交付金が予算より伸びていただければその分黒

字の要素として入ってきます。実際にみえてく

るのは３月以降になるかと思います。何とか黒

字にしていきたいです。 

○会長 

 医療費の支出は１２月まで分ったのですね。

あと２カ月分は、遅れてくるのですよね。 

○事務局 

 そうですね。遅れて届きますので。今で大体

３千万円くらいです。１１月・１２月が伸び傾

向です。去年は１２月以降に下がり始めました。  

○会長 

 あと、何かございませんか。 

○委員 

 ５ページの特定検診ですが、平成２１年度は

３３．８％というのは２回行った結果で、上に

書いてある受診者の数の当初というのは、最初

に見込んだ人数なのでしょうか。 

○事務局 

 去年が５２．２％という事でかなり多かった

ので、当初予算で多めにみました。 

○委員 

 平成２１年度は２回合わせて５１０人という

ことですか。 

○事務局 

 そうですね。 

○事務局 

 ３３．８％の数値ですが、受診者の分母の関

係で、確定されると若干３５％くらいまでは率

は上がると思われます。今は案内を出した数字

で割り返しておりますが、実際は案内ではなく

もう少し絞られてきますので、保健師の情報で

すと確定した段階で少し率は上がるかと思いま

す。 

○委員 

 目標に達したという事ですか。 

○事務局 

 大体３５％はクリアしたと思います。 

○委員 

 あと、来年度以降は上げていきたいですね。

上げるための方策等は何か考えているのでしょ

うか。 

○事務局 

 色々、方策はやっていますが、もうＰＲしか

ないかなと思っています。会場のやり方も、曜

日や時間も色々とやっていますが、そこの所で

は大きな変化はないのではないかと思われます。

本人が受けたいと思うような感じで声かけする

とかをしない限り、ちょっと無理かと。当初は

初めての制度だったので、みんな行かなくては

いけないのかという感じで受けてくれたのかと

思います。ただ、私たちも懸念したのは意外と

受けてみても、極端な話ですが何も変化が無い

というか、結果的に受けなくてもよかったのか

なという人達が、この落ち込みだと思います。

それにしても、従来の検診率から行くと５％と
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かでしたので、それからいくとかなりの伸びに

はなっていますけども。まだまだ４５％まで伸

ばすとなるとまた更に、１２ポイントくらい上

げなければならないので、かなりＰＲをしてい

かなければ、厳しいかと思います。ただ、２０

年に受けていただいた方が５２％いらっしゃい

ますので、この方達は受ける可能性があると思

っていますので、そこを案内で呼びかける等、

やっていくしかないかと思います。 

○委員 

 当町は全道の中では受診率が高い方ですから

ね。この中で、指導にまわっている方は何％く

らいいるのでしょうか。 

○事務局 

 今、パーセンテージが手元に無いのでお答え

することは出来ませんが、思ったよりは少なめ

な人数で、当町としては対象となった方は訪問

等で指導をしております。 

○委員 

 指導に係る費用は、この保険の中のどこに入

っているのでしょうか。 

○事務局 

 平成２２年度の予算ですと、検診で大体６７

９人見込んでおります。それで指導については

６８人で見込んでいます。 

○委員 

 保険事業費の中に入っているという事ですね。 

○事務局 

 そうですね。去年の数値になりますが、全道

平均でいくと２７．２％で、全国は３０．８％

です。それからいくと当町の５２．２％は高い

数値だったのですが、今年は多分全国データも

上がり気味できているので、大体平均並みくら

いに落ち着いているかと思います。 

○町長 

 漁組で行っているのは、何人くらいなのです

か。それはカウントに入っていないので、組合

で行っている件数だけでも結構な数になるので

はないでしょうか。町民と一緒にカウント出来

るようになればいいのですがね。 

○委員 

協会けんぽや組合で被保険者の扶養家族、奥

さんの受診率が上がらないのが、困っています。

町で行ったがん検診等でも増えなかったので、

それをどうにかしたいので、一緒に出来ないの

かという案はありますよね。 

○町長 

 将来的に町民が健康保険ごとには分れますが、

総体的に被保険者が何人検診を受けて、その家

族の方々が町外では受けられないから、町のが

ん検診等を受けるといった抑え方が出来るよう

なつかみが大事になってきているのではないか

と思っております。町職員は、ドックに行きま

すよね。 

○事務局 

 共済だとかは反対に受診率が高いので、パー

センテージも高く設定していますからね。 

○町長 

 世帯で国保の加入者は半分でしたか。 

○事務局 

 はい。半分切るくらいの割合ですね。 

○町長 

 だから町民の検診受診状況を把握しておかな

ければならないと思っています。 

○事務局 

 国保はここ１～２年は黒字を出していますけ

ど、来年は多分税収の落ち込みが見込まれると

思います。そういったことである程度、医療費

を下げていかないと最後に落ちた分の補てんが

出来なくなり、ますます厳しい状況に落ちると

思いますので、相互扶助と何で検診が必要なの

かということをリンクさせて、広報等で訴えて

いくしかないのではないかと思います。検診を

受けないことによって、がん等になることが高

額となり、最終的には税金で皆さんに跳ね返っ

てくるので、なるべく健康な体を維持しましょ

うということを訴えていかなければならないか

と思います。国保だけではなく町全体の健康づ
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くりの中でやっていかなければならないと思い

ます。 

○会長 

 あと何かございませんでしょうか。なければ

これで質疑は終了したいと思います。 

                                                    

議案第２号平成２２年度福島町国民健康保険

特別会計予算について 

 

○会長 

 続きまして、議案第２号について事務局説明

をお願いします。 

○事務局 

 では８ページをお開きください。議案第２号

平成２２年度福島町国民健康保険特別会計予算

ということで３月定例会に提案するものであり

ます。歳入歳出総額ですが９億７５１万円で昨

年度の当初に比べまして１，８２７万８千円の

減となっております。昨年度の比較として、歳

入歳出の項目については表のとおり計上してお

ります。９ページに歳入歳出の構成割合として、

円グラフで表してみました。歳入では保険税や

繰入金の自主財源として２６％、その他の国庫

支出金等として７４％となっております。歳出

につきましては保険給付費が７０％であり、他

制度に支払うものが２７％であります。続いて

１０ページをお開き願います。ここには歳出の

主な予算ということで掲載しておりますが、カ

ッコ書きが前年度対比となっています。まず、

総務費につきましては、国保連共同電算委託料

や保険税の賦課委託料、徴収の時間外手当、レ

セプト点検員さんの期末手当の支給日数が年間

で１５日分が２回だったものが、２２年度から

は３０日分の２回になった分の増額となってお

ります。下の保険給付費ですけれども６億４，

４１２万４千円で昨年より９万７千円減額して

おります。１から４までは昨年度と同額となっ

ております。５番目の出産育児一時金で、今年

度は１人４２万円支給されますので、それの１

０人分ということで４２０万円。６番目の葬祭

給付費で、国保の方が亡くなられた場合、１人

２万円出ますので２５人分計上しております。

後期高齢の方が多く亡くなられるということで、

後期高齢の方から支給となりますので、国保自

体の支給額は減少しておりますので、昨年度よ

り５０万円減額しております。参考までに、１

１ページに平成１５年度から平成２０年度まで

の医療費の推移を載せております。続いて、１

１ページ下の他の制度へ支払う支援金・納付

金・拠出金ということで２億４，８７０万７千

円であります。後期高齢者医療制度を支援する

ための支援金で、８，１４１万円、事務費で１

万２千円です。前期高齢者の納付金ですが、こ

れは６５歳以上７４歳未満の医療費を保険者間

で負担しあう制度ということで、国保の場合は

該当者が多いので、納付額がわずかですが交付

される額の方が多くなっております。納付金と

して１３万９千円、事務費で１万１千円となっ

ています。３番目、老人保健拠出金ですが拠出

金として１００万円、事務費１万円です。老人

保健制度につきましては、後期高齢者医療制度

に移行しておりますが、精算事務がありまして

平成２２年度についても掲載しております。概

算見込みで１００万円を計上しております。介

護納付費ですが概算と精算で４，００４万１千

円。５番目の高額な医療費を国保保険者間で財

源調整するための拠出金である、高額医療費共

同事業医療費拠出金が３，３６７万９千円、保

険財政共同事業安定化拠出金で９，２４０万４

千円となっています。１２ページをお開きくだ

さい。保険事業費で４６４万４千円、前年度よ

り１３１万７千円減額となっております。この

内訳は特定検診分が４２４万４千円とインフル

エンザ予防接種につきましては、昨年と同額の

４０万円を計上しております。歳出については

以上です。 

 歳入につきましては、国保税で昨年より２，

５５０万円の大幅な減となっております。国保
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加入者の所得が大幅に下がったということにな

ります。以上で説明を終わります。 

○会長 

はい。ありがとうございました。ただいま議

案第２号について説明がありました。この件に

ついて質疑があればお受けしたいと思います。 

○委員 

 勘違いかもしれませんが、今の２号議案の２

２年予算で２１年と比較になっているのですが、

２１年の補正後額と数字が合わないのではない

でしょうか。 

○事務局 

 当初を載せています。 

○事務局 

 あくまでも当初予算ベースでいかないと、く

るいが生じますので、当初予算ベースでご理解

いただきたいです。 

 先程も説明したのですが、８ページの表を見

ていただくと一目瞭然で分るかと思いますが、

国民健康保険税が２，５５０万円落ち込みます。 

唯一これが町の自主財源みたいな感じの目的に

なりますので、あと国の支出金等につきまして

は給付についてくるものなので、税が極端に落

ち込むと保険給付費で落ちていかないと、この

分がカバーできないです。前年と同じ予算を給

付費はみていますが、これが最終的には下回っ

ていかないと２，５００万円をカバーする術は

無いとなり最終的には、この部分が赤字要因に

なるということで理解していただければと思い

ます。当然、足りなくなれば一般会計から繰り

出してもらうか、赤字で翌年度から繰り上げ充

用する形になるのですけども、この２，５００

万円を医療費でどう下がっていくかで埋められ

るかということです。歳出の２番目、保険給付

費が６億４，４００万で前年と一緒なのでこれ

が反対に落ちていかないと、なかなか厳しいで

すね。あとは、今年の決算でどれくらい次の年

に繰り越せるかです。申告の状況も厳しいです

よね。 

○事務局 

 情報を収集しているのですが、漁業関係では

１０％くらい落ち込みがあります。その他の出

稼ぎや営業区分を含めましても、トータルで相

当落ち込みます。今週いっぱいは確定申告をや

っていますが、その状況をみても予想したよう

に落ち込んでおります。 

○会長 

 診療報酬は、今年は変るようですね。それに

よって、自己負担等はどうでしょうか。さほど

変わりはなかったでしょうか。 

○委員 

 そうですね。実質的には、０.１９％とかです

ね。ジェネリックの薬の関係で、０．０３％で

すので、ゼロベースで変らないですね。 

○会長 

 ジェネリックは、上の方から極力使って下さ

いとくるのですか。 

○委員 

 そうですね。協会けんぽの皆さんは協会から

届いたカードを持ってきていますし、それから

院内処方をやっている病院は、全国的になので

すが一覧表を作成して先発とジェネリックを使

った場合にいくら金額が違うか、患者さんに出

しています。どんどん、そういう方向にいくで

しょうね。 

○会長 

皆さん、あと何かありませんか。 

（「なし」との声あり） 

 

議案第３号国民健康保険税条例の一部改正に

ついて 

 

○会長 

引き続きまして、議案第３号について事務局

より説明お願いいたします。 

○事務局 

 １５ページをお開きください。前回は情報提

供という形でお願いしましたけども、今回はそ
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こにあります通り、国民健康保険税条例の一部

改正ということで、現在はまだ国の方で確定は

していませんが、国としては改定するという法

案を提出する予定ですので、国に準ずる形で、

被保険者の低所得化による中間所得層への急激

な負担のしわ寄せを緩和する目的で国民健康保

険税の課税限度額を、平成２２年４月から引き

上げ開始することとし、町としましても同水準

に引き上げていきたいと考えておりますので、

よろしくお願いします。改正内容ですけども、

前回の情報と変っておりません。基礎医療分に

ついて４７万円を５０万円として３万円。後期

高齢者支援金分１２万円を１万円上げて、１３

万円。介護納付については、昨年１万円上げて

おりますので据え置きという形で、合計６９万

円が７３万円、差し引き４万円の増ということ

で、これにつきましては先程申しました通り、

国で関係法案を準備して出す予定になっており

ますので、国が決定された後に、町としては４

月の議会に早ければ改正案を諮るという事で提

案を考えておりますので、よろしくご審議をお

願いします。 

○会長 

ありがとうございました。では議案第３号に

ついて、質疑ありませんでしょうか。６９万円

から７３万円になるらしいという事ですね。国

の限度額の推移というのは、どうなのでしょう

か。 

○事務局 

 推移と言いますか書いてある通りなのですが、

今までこのような形で平成元年からですが、当

初は４２万円のものが４０万円と上がっていき、

平成２０年に見直しされているのですが、新た

に後期高齢医療制度が入りましたので、基礎部

分は少し下がりました。最終的にはそこに書い

てある通り、今は基礎４７万円が５０万円です

から、ここで３万円ですよね。後期については

今度２回目の改正になりますけども、１２万円

が１３万円ということで１万円。介護について

は、平成１２年度からスタートしておりますの

で、当初は１万円ずつ上がっていったのですが、

しばらく上げていなくて、昨年１万円上げて今

年はそのままということで。この前の情報でも

お知らせしましたが、国はこれを段階的な値上

げしていくことで考えているので、次年度以降

も定期的に上げていくという情報は入っていま

す。 

 昨年度行なわれた軽減につきましては、今年

も引き続き出ますので、条例改正自体も正式に

出ていく形になりますし、多少の文言の整理も

また出ますので、実際は国保税条例の改正はこ

れの他に今言った物も入っていますが、一番大

きいのは限度額という事になります。ただ、限

度額を引き上げるという形を町民の方が捉える

と、何となく税金自体が上がると認識される方

もいて誤解を受けると思いますが、結果的には

一般の方には影響は無く、１００万円かかる方

も今までは６９万円で抑えられた分が、若干そ

こが上がって７３万円で抑えるという事なので、

一般的な人については全く影響ないです。ちな

みに、この前もお話させていただきましたけど、

税務の方で前回捉えているので大体、該当者と

しては６５世帯くらいあるということで、それ

で今年の予算で超えている部分の額というのが

約８００万円カットされています。本来は税率

でそのまま掛けて、まともに掛ければ８００万

円貰えるのですが、その分は上限を超えている

ということで収入としては入っていない形にな

っています。 

○会長 

あと、何か質疑ありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○会長 

それでは議案第３号の審議が終わりましたの

で、これで議案の審議が終わりました。他に委

員並びに事務局で、何かあればお願いいたしま

す。 
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閉 会 宣 言 

 

○会長 

 他になければ会議を終了したいと思いますが、

よろしいでしょうか。 

（「なし」との声あり） 

 なしと認め、会議を終わります。本日は大変

お忙しいところ、迅速かつ慎重なご審議どうも

ありがとうございました。 

 

閉 会（午後 6時 45 分） 

 

○議事録署名委員署名欄 

 

 

 

署名                     

 

 

 

署名                     


